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年 8月 30日～31日に島根県隠岐郡海士（あま）町を訪れた。児島と木船は，5年前の 2012





























































減していた生徒数は 2008 年度を底に V 字回復を見せ，2012 年度（平成 24 年度）には新入








































                            
4 離島振興法とは，産業基盤および生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある離島の振興を図る
ことを目的に，10年間の時限立法として 1953年（昭和 28年）に制定された。それ以降，10 年毎に改正・
延長が行われ，最新の改正法は 2012年（平成 24年）6月 20日成立し，2013年（平成 25年）4月 1日施

























りょう）」がある。しかし，2014 年度以前の学生寮は「鏡浦寮」のみで，収容定員は 56 名










                            








































































                            
11 竹川俊夫・仲野 誠（2016）「課外フィールドワーク『海士町訪問研修』の実践と学生評価アンケートを
































 2018年 5月 30日，地域活性化のモデルとして海士町を全国的に有名にした山内道雄町長








                            
14 隠岐島前高等学校 HP，「新着情報，ヒトツナギの旅 2018の実施・応募について」 
http://www.dozen.ed.jp/news/2018/0615-1655.php。 
15 読売新聞（2018年 6月 23日）引用は Yomiuri Online, 「若者Ｉターン 島に新風」
https://www.yomiuri.co.jp/local/shimane/feature/CO029071/20180622-OYTAT50010.html 


















 前節 2.2 で触れたように，2008 年度に始まった「隠岐島前高等学校魅力化構想（以下，








回復を果たし（図 2 参照），教職員の数もボトムの 18 人（2008 年度）から 33 人（2014 年
度）に増えた。 
 
                            
17 海士町 HP，「トピック」の記事「山内町長が退任『自分たちで島を守った』16年」 
 http://www.town.ama.shimane.jp/topics/6000/16.html 




















                            
20 しまね留学の HP，https://shimane-ryugaku.jp/ 
 島根県に限らず，尐子化により生徒数確保に悩む高校が増えている。全国から生徒を募集する公立高校
は，2019年度には尐なくても 28の県で 200校にのぼる。（出所）NHK（2018年 1月 31日），「公立高校も生













図 3 島前地域の中学 3年生の生徒数推移 




生の数は，尐子化の影響で 2021年度には 28人になると予想される（図 3参照）。「旧構想」
によって復活した入学定員は 2クラス 80人。その内「しまね留学）」枠は 30％の 24人であ












                            
21 1学年 2学級で入学定員 80人を維持するために，次のような想定ができる。海士町の改革が進められて
以降，過去 14年間に Iターンや Uターンで移住してきた新住民は，384世帯 566人に上る。こうした新住
民が世帯あたり 2人の子どもを持つと仮定すれば，768人の子どもが生まれ，1学年当たりの子どもの数は










































通科 2 コース（特別進学コース，地域創造コース）を特色ある 2 学科に分離し 2
クラス体制にする方向だ。 





























































度に開設され，寮運営に関わる 3)や 4)も既に実施されている。 
⑦ 隠岐國学習センターの自立と協働 













ための年間予算は，2017年度で約 5,000万円，授業料収入はその 3 割の 1,500万
円，7割の 3,500 万円を町が負担している。塾生の月謝は 1～2年生が 1万円，大































































































































































 海士町に入って 2 日目の午後。菱浦港にある観光協会に立ち寄り，そこから投宿してい
る民宿「但馬屋」まで歩いて帰ろう，となった。8月末の残暑は厳しいが，歩きながら海士
                            
24 朝日新聞（2018年 6月 7日），「離島に吹く風 海士町・山内町政の 16年（中）」 
25 山内道雄氏の発言。zakzak by 夕刊フジ https://www.zakzak.co.jp/ 































NHK（2018 年 1 月 31 日）「公立高校も生徒を全国募集 来年度 200 校に 尐子化が影響」．
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20180131/k10011310421000.html  





















日本経済新聞（2018年 5月 24日，夕刊）「フォーカス 島根県海士町長を引退」． 
夕刊フジ（2017年 1月 31日），「離島の救世主、島根県海士町・山内道雄町長 高校の魅力
化プロジェクトで人口流失解消」． 
https://www.zakzak.co.jp/economy/ecn-news/news/20170131/ecn1701311130004- 

















































                            





































































































































































































































































踏まえられているのであろうか。これは離島も同様のことがいえる。2012 年 4 月 1 日時点

































                            
51 この点については、産業・地域システム研究会『Discussion Paper No.124 長崎県小値賀島の魅力的＜
ひと・まちづくり＞－産業・地域研究 20年への歴史的視座－』（名古屋学院大学総合研究所・2018）内の
「第 2部 産業・地域研究 20年への歴史的視座」の中の児島論文と十名論文に詳しく記されている。 
52 十名直喜「産業・地域システム研究 20 年の到達点と課題―産業を軸とする共同研究会の歩みをふり返


































志島が 2578 人（769 世帯。2016 年 2 月 25 日現在）56、種子島が 29847 人（平成 27 年国勢
調査調べ）57、周防大島町が 17199人（8038世帯。平成 27年国勢調査調べ）58、小値賀町が









2457人（1267世帯。2018 年 11月 05日現在）59、海士町が 2353人（1057世帯。平成 27年
国勢調査調べ）60である。 





















































































2019年 1月 16日 
秋山 太郎 
